
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

学 校 名       八百津町立八百津中学校 

実 施 期 間 平成２６年１２月６日（土） 

 
実 施 概 要 

 

１ 体育館で芸術鑑賞会（生徒・保護者・地域関係者）  

・岐阜高校音楽部の公演（合唱披露）  

・八百津中学校生徒の発表（全校合唱） 

２ 合唱講習会（保護者および地域関係者による参観） 

・各教室で岐阜高校音楽部の生徒による合唱指導  

３ 学校評価アンケートの実施・回収 

４ 授業参観  
 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野      
 □自然   □歴史   文化   □産業   □その他  

公開の方法              
 授業公開 □成果発表   交流活動   講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者            １２９ 人 

  計           １５３ 人 
地域関係者              ２４ 人 

 

実 施 状 況 

 

・芸術鑑賞会では、岐阜県立岐阜高等学校音楽部の演奏（合唱）と本校の

全校合唱発表を行い、保護者および地域の方が鑑賞した。 

・合唱講習会では、各教室で岐阜高校音楽部の生徒が合唱指導を行った。 

 岐阜高校生徒１～２人が各学級に入り、中学生の質問に答えたり、発声

方法や姿勢等、合唱の基礎・基本について指導をしたりした。また、そ

の様子を保護者および地域の方が参観した。 

・事前に郵送しておいた学校評価アンケートの実施と回収。 

・「学校公開アンケート」の実施と回収及びその分析等。 

・午後から通常授業の授業参観 

成果及び課題 

＊保護者・地域 
の反応や意見等 

《成果》 

・中学生は全校合唱を披露したが、合唱が本校の教育活動の大きな柱とし

て取り組んでいることを理解していただく良い機会になった。 

・岐阜高校の合唱はレベルが大変高く、中学生にとっては目指す姿であり

良い刺激になった。「合唱に込めた思いを相手に伝えたい」という高校

生の気持ちから、精神面での大切さも学ぶことができた。 

・参観者からは、岐阜高校生のすばらしさはもとより、中学生が一生懸命

歌う姿も認めていただけた。わずか１６名の部員にも関わらず、声量が

あり「感動した」とか「さわやかで聞いていて気持ちが良かった」など

の賛嘆の声が多く寄せられた。 

《課題》 

・案内文だけでなく、校報なども利用して情宣を行った結果、昨年度より

参加者が増えたが、土曜日開催なので、さらに増加すると良い。 

・午後の授業参観では本年度より重点的に取り組んでいる「学力向上」及

び「授業改善」の取り組み公開を意図したが、寄せられた声には十分に

保護者等に伝えることができなかった。 

・「岐阜県ふるさと教育週間」の一環として１２月１２日（金）に「ひび

きあい集会」を実施し、キャリア教育並びに人権教育の一層の充実を図

る。 



 


